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「京都のいま」をメルマガで。ケータイ版もどうぞ。
http://www.pref.kyoto.jp/magazine/ 登録無料 再生紙を使用しています。

●京都府の人口と世帯数 ２,６２８,５９９人（男：１，２６０，３９５人　女：１，３６８，２０４人）１，１２８，４６５世帯
（平成２２年５月１日現在）

府
内
産
木
材
を
使
っ
た
小
物
は
い
か

が
で
す
か
。
北
山
杉
の
間
伐
材
を
活

用
し
た
、
木
の
ぬ
く
も
り
と
香
り
豊

か
な
製
品
を
セ
ッ
ト
で
。
ペ
ン
立
て

に
は
印
鑑
立
て
と
メ
モ
ホ
ル
ダ
ー
が

付
い
て
い
て
と
て
も
便
利
で
す
。

□問
京
都
モ
デ
ル
フ
ォ
レ
ス
ト
協
会
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特
製
図
書
カ
ー
ド
」
２０
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京野菜クッキング

〈
作
り
方
〉

遊
び
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
た

元
笠
置
町
長
さ
ん
。「
笠
置
で

や
れ
。
そ
の
代
わ
り
世
界
中
ど

こ
へ
出
し
て
も
恥
ず
か
し
ゅ
う

な
い
も
の
を
作
れ
よ
」
と
。
お

か
げ
で
今
が
あ
る
の
で
す
。

日
本
初
の
カ
ヌ
ー
製
造
所

カ
ヌ
ー
の
注
文
生
産
を
始
め

て
三
十
五
年
。
日
本
に
も
や
っ

と
ア
ウ
ト
ド
ア
の
遊
び
が
普
及

し
、
有
名
な
カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
野
田

知と
も

佑す
け

氏
が
最
初
に
乗
っ
た
の
も

フ
ジ
タ
カ
ヌ
ー
。
今
で
は
ス
ク
ー

ル
か
ら
巣
立
っ
た
愛
好
者
た
ち

が
全
国
各
地
で
カ
ヌ
ー
遊
び
を

広
め
て
く
れ
て
い
ま
す
。

私
の
カ
ヌ
ー
作
り
は
、

日
本
の
気
候
と
風
土
に

合
っ
た
カ
ヌ
ー
を
、
と
い
う

高
木
先
生
の
教
え
が
原

京
都
府
の
約
○
％
が
森
林

（
ヒ
ン
ト
１
面
）

は
が
き
に「
○
」に
入
る
数
字
と
①

郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
年
齢

⑤
電
話
番
号
⑥
興
味
を
持
た
れ
た

記
事
に
つ
い
て
の
感
想
を
記
入
し
、

〒
6
0
2-

8
5
7
0
府
広
報
課「
ク
イ

ズ
」係
へ
。
締
め
切
り
７
月
１０
日（
消

印
有
効
）。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
発
行
日
以
降
）、
メ

ー
ル（
広
報
課
あ
て
）で
も
応
募
可
。

※
個
人
情
報
は
、
賞
品
の
発
送
の
み

に
使
用
し
ま
す
。

※
先
月
号
の
答
え
は「
マ
ッ
プ
」。
応

募
総
数
１
、３
８
８
通
の
う
ち
正
解

は
１
、３
５
１
通
で
し
た
。

◎
府
政
へ
の
ご
意
見
は
府
民
総
合
案

内
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
表
紙
に
記
載
）

に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【材料　4人分】
万願寺とうがらし…2本
エリンギ…1本
ちくわ…1本
ニンジン…1/3本

あわせみそ…大さじ1
砂糖…大さじ1/2
だし汁…大さじ1
濃い口しょうゆ…小さじ1
七味…小さじ1/2

●ごま油…大さじ2
●白ごま…大さじ1

1 切る
○Aをそれぞれ長さ5cm、幅7mm程度の短冊に
切る※。ニンジンは、ゆがいておく（約1分）。

2 混ぜる
みそだれの材料○Bをよく混ぜ合わせる。

3 炒
いた

める
フライパンにごま油と1を入れて中火で炒め、
少ししんなりしたら2をよくからませる。盛り
付けて白ごまを振り掛ける。

日
本
の
カ
ヌ
ー
の
原
点
は
京
都
に
あ
っ
た

ふじた・きよし／昭和５年京都市
生まれ。府立一中から新制高校
一期卒。大手企業５社でカヌー
開発を研究後、昭和50年笠置
にフジタカヌー研究所（現・有限
会社フジタカヌー）創業。手掛
けたカヌーは５万艇以上、日本
カヌー界の生き字引といわれる。

昭
和
十
一
年
、
京
大
ボ
ー
ト

部
の
コ
ー
チ
で
あ
っ
た
高
木
公き
み

三さ
ぶ

郎ろ
う

博
士
は
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
役
員
派
遣
さ
れ
、
日

本
で
ま
だ
誰
も
や
っ
て
い
な
か

っ
た
カ
ヌ
ー
競
技
を
視
察
し
ま

し
た
。
滞
在
中
ベ
ル
リ
ン
郊
外

の
湖
で
出
会
っ
た
の
が
、
お
ば

あ
さ
ん
が
孫
と
一
緒
に
カ
ヌ
ー

に
乗
り
、
魔
法
瓶
と
サ
ン
ド
イ

ッ
チ
を
持
っ
て
水
辺
遊
び
を
し

て
い
る
光
景
。
当
時
、
日
本
で

は
ス
ポ
ー
ツ
は
競
技
で
あ
り
、

遊
び
に
な
る
と
は
考
え
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

「
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
遊
ぶ

こ
と
が
下
手
。
カ
ヌ
ー
遊
び
を

普
及
さ
せ
て
日
本
に
遊
ぶ
習

慣
を
」と
敗
戦
直
後
か
ら
高
木

先
生
は
カ
ヌ
ー
を
自
作
し
、
川

遊
び
を
始
め
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
、

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
ん
で
い

た
私
は
先
生
の
カ
ヌ
ー
に
出
会

い
、「
フ
ネ
の
造
り
が
お
粗
末

や
」と
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

一
言
が
き
っ
か
け
で
、
十
年
以

上
を
か
け
て
先
生
を
納
得
さ

せ
る
カ
ヌ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
そ
の
時
期
、
大
企
業
か
ら

先
生
に
カ
ヌ
ー
量
産
化
の
申
し

入
れ
が
あ
り
、
私
が
開
発
に
加

わ
る
こ
と
に
。
結
局
、
企
業
で

の
量
産
化
は
実
現
せ
ず
、
自
分

で
会
社
を
つ
く
っ
た
。
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
後
の
こ
と
で
す
。
笠

置
に
土
地
を
提
供
し
て
く
れ

た
の
は
、
戦
後
ず
っ
と
カ
ヌ
ー

万願寺とうがらし

カ
ヌ
ー
製
造

談
・
藤
田
清（
７９
歳
）

※一口メモ
とうがらしは、三等分にしてヘタ
と種を取り、短冊状に。火の通り
を均一にするため、ほかの具も形
を合わせて切る。

○A

第
42
回
 

第
42
回
 

点
で
す
。
思
え
ば
少
年
時
代
か

ら
、
遊
ぶ
た
め
の
も
の
づ
く
り
に

は
と
こ
と
ん
こ
だ
わ
っ
た
。
日
本

の
カ
ヌ
ー
の
祖
・
高
木
先
生
が
私

を
認
め
て
く
れ
は
っ
た
の
は
、
遊

び
を
追
求
す
る
資
質
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
な
ぜ
、
こ
の
道
に
―
―
家
業

の
化
粧
品
屋
を
継
ぐ
は
ず
が
、
ヨ

ッ
ト
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
の
遊
び

が
縁
で
師
と
出
会
い
、
遊
び
が
高

じ
て
カ
ヌ
ー
開
発
の
た
め
大
手
企

業
を
遍
歴
。

●
も
の
づ
く
り
の
資
質
は
？
―

―
若
い
こ
ろ
か
ら
ジ
ー
プ
の
エ
ン
ジ

ン
で
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
を
作
っ
た

り
、
飛
行
機
の
発
電
用
エ
ン
ジ
ン

で
バ
イ
ク
を
作
っ
た
り
し
て
い
た
。

●
カ
ヌ
ー
の
魅
力
と
は
―
―
小

さ
な
カ
ヌ
ー
は
身
に
つ
け
て
遊
ぶ

ス
ポ
ー
ツ
用
具
の
よ
う
。
思
い
通

り
に
動
か
せ
る
と
、
そ
の
先
に
楽

し
さ
が
無
限
に
広
が
る
。

●
現
在
、
社
員
は
？
―
―
社
長

で
あ
る
息
子
を
筆
頭
に
社
員
6

名
。
設
計
、
製
造
か
ら
修
理
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
ス
ク
ー
ル
運
営
ま
で

こ
な
し
ま
す
。

ご飯がすすむ！もう一品

甘辛みそ炒め

20人
（１）「北山杉のペン立てと

バターナイフのセット」
１,３００円（送料別）

※印鑑、ペンは含まれません

○B

日本で最も歴史ある笠置の
カヌースクール


